
　人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
や
、
老
朽
化
す
る

施
設
お
よ
び
水
道
管
の
更
新
費
用
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な

い
問
題
で
す
。
今
後
は
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
な
が

ら
、
施
設
な
ど
の
更
新
需
要
に
着
実
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す（
下
図
）。

　こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
上
田
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
他
の
水
道
事
業
者
も
同
様
で
、
課
題
解
決
に
は
、
広

域
化
や
広
域
連
携
が
有
効
策
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
千
曲
川
流
域
に
あ
る
県
営
水
道（
長
野
県
企
業

局
）、
長
野
市
・
千
曲
市
・
上
田
市
の
市
営
水
道
お
よ
び
坂

城
町
で「
上
田
長
野
地
域
水
道
事
業
広
域
化
研
究
会
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
地
域
の
給
水
人
口
は
全
体
で
約
59
万
人
に
な
り
、

広
域
化
や
広
域
連
携
の
手
法
を
用
い
た
基
盤
強
化
※
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
基
盤
強
化
と
は
、
業
務
効
率
や
リ
ス
ク
対
策
を
図
り
、
経
営
や  

　組
織
な
ど
の
基
盤
を
強
く
す
る
こ
と
で
す
。

未
来
の
た
め
に
水
道
事
業
の

　広
域
化（
上
田
・
長
野
間
）を
検
討
し
て
い
ま
す

市
内
の
水
道
事
情

な
ぜ
今
、
広
域
化
の
検
討 

〜
水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題
〜

〜
広
域
化
の
枠
組
み
は
〜

水
道
の
広
域
化
と
は
、
複
数
の
市
町
村
が
水
道
事
業
を
統
合
し
、
運
営
す
る
仕
組
み
を
い
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
適
切
な
料
金
で
安
心
・
安
全
な
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
今
後
の
水
道
事
業
に

つ
い
て
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

上田市の市営水道の現状と将来見通し（50年後）

将来の水道事業のイメージ

料金収入
約22億円

人口減少により、
料金収入が大幅に減少

令和２年
（2020年）

※研究会の財政シミュレーションより

令和52年
（2070年）

約14億円

課題１

50年後

35％

令和元年（2019年）
※1　令和元年は決算値
※2　令和 51年は、県水大気環境課による
　　   将来推計から試算（令和２年度作成）

0
5
10
15
20

（億円） 施設投資額（建設改良費）

令和51年（2069年）

施設の老朽化により、
維持管理費や更新に膨大な
費用が必要

課題 2

約1.7倍

約10.7億円
約18億円

約10.7億円
約18億円

平成18年
（2006年）

平成２年
（2020年）

平成52年
（2070年）

職員数
61人 職員数

45人 職員数
28人

※1　令和18年と令和２年は、実績値
※2　令和52年は、当地域の将来推計人口から試算

水道事業を支える
人材不足課題 3

50年後

26％ 37％

個別経営の場合（現行） 広域化（事業統合）した場合
●施設の統廃合や施設の
　縮小（小型化）を図りな
　がら、限られた人員で
　運営していきます。

●施設を共有することで、施設の統廃合が
　可能となり、最適な施設規模となります。
●一定規模の職員を確保することで、
　専門職員の確保・育成や危機管理
　体制の強化が図れます。

～水源から安全な水が届くまで～

出典：内閣府「政府広報オンライン」

あかりちゃん
（上下水道局イメージキャラクター）

　市
内
に
は
、「
個
別
経
営
」に
よ
る
市
営
水
道

と
県
営
水
道（
長
野
県
企
業
局
）が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
取
水
し
浄
水
処
理
を
行
い
各
家
庭
へ
給
水

を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
施
設
に
は
、
浄
水
場
、

配
水
池
、
ポ
ン
プ
場
、
水
道
管
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
維
持
管
理
・

更
新
費
用
は
水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
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千
曲
川
流
域
の
上
田
・
長
野
地
域
を
一
体
的
に
考
え
、
上
田
・
長

野
間
の
高
低
差
を
利
用
し
、
施
設
の
最
適
配
置
を
考
え
た
場
合
、

上
田
市
の
市
営
水
道
の
水
道
水
は
現
状
と
同
じ
で
す
が
、
現
在
、

県
営
水
道
の
給
水
区
域
で
あ
る
塩
田
お
よ
び
川
西
の
一
部
の
地
域

に
つ
い
て
も
、
染
屋
浄
水
場
か
ら
の
給
水
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
多
発
す
る
大
規
模
災
害
や
渇
水
時
な
ど
、
緊
急
時
の
支
援

態
勢
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
広
域
化
し
た
場
合
、
専
門

人
材
の
確
保
に
加
え
、
市
内
の
染
屋
浄
水
場（
市
営
）と
諏
訪
形
浄

水
場（
県
営
）間
の
相
互
送
水
な
ど
を
想
定
し
た
整
備
も
考
え
ら
れ
、

断
水
の
危
険
性
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

② 

広
域
化
し
た
場
合
の
上
田
市
の
水
道
水

③
広
域
化
し
た
場
合
の
非
常
時
へ
の
備
え

染
屋
浄
水
場
全
景

上
水
道
管
路
更
新
作
業

水道事業は、生活に必要不可欠なライフラインとして、暮らしを守るという極めて重要な役
割を担っています。市は令和５年に水道創設100周年を迎えますが、さまざまな課題に直

面しています。今回は水道事業の広域化について検討経過の一部をお知らせしました。引き続き、
市民の皆さまと一緒に上田市の水道事業のあり方について検討します。
研究会でまとめた報告書の詳細は、市ホームページからご覧いただけます。
ご不明な点はお問い合わせください。
なお、広域化についてのご意見は、メールまたは電子申請でお願いします。

ご意見はこちら
（電子申請）市ホームページ

　
現
在
の「
個
別
経
営
」を
続
け
た
場
合
と
広
域
化

に
よ
る「
事
業
統
合
」を
し
た
場
合
、
本
格
的
な
人
口

減
少
に
よ
り
、　
ど
ち
ら
の
場
合
も
水
道
料
金
は
値

上
が
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、「
広
域
化（
事
業
統
合
）」

し
た
場
合
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
施
設
整
備
が
で

き
る
た
め
、
値
上
が
り
の
進
み
具
合
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
効
果
は
広
域
化
全
体
で
約

6
6
9
億
円（
50
年
間
の
合
計
）と
試
算
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
上
田
市
は
94
億
円
、
県
営
水
道
は

1
9
2
億
円
の
料
金
の
抑
制
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　上田市上下水道局（真田地域自治センター３階)
　　上水道課　　☎72・4253
　　経営管理課　☎75・2276
　　  josuido@city.ueda.nagano.jp

私たちの生活への影響は？
重要なライフライン”水”。
広域化した場合、私たちの水道がどのようになるのかお知らせします。
（上田長野地域水道事業広域化研究会が令和４年３月にまとめた報告書より）

① 

個
別
経
営
と
事
業
統
合
し
た

　

 

場
合
の
料
金
比
較

試算 口径13mm、1カ月20㎥使用した場合の水道料金
（平均的な一般家庭）

現状
（令和４年４月１日現在）

市営水道 2,862 円
県営水道 3,313 円

個別経営の場合
（50年後）

約 5,400 円
約 6,200 円

広域化した場合
（50年後）

約 5,300 円広域化（事業統合）をした
場合、将来の水道料金の
抑制効果が示されました

◆広域化に関わらず整備が必要な施設など
　＜市営水道の課題の一部＞
・染屋浄水場の更新費用（試算）約102億円
・水道管路の更新・耐震化
　（耐用年数を超えた水道管路は12.1％）
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